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建設経済委員会（分科会） 次第 

 

日時：2019 年９月 18 日(水) 9:30～ 

場所：第３委員会室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

⑴   付託案件の審査（～別紙付託分類表のとおり～） 

 

 

 ※報告事項（環境経済部、コウノトリ共生部、都市整備部） 

 

 ⑵ 管外行政視察調査報告書（案）について 

 

 

 ⑶ その他 

 

 

４ 閉  会 
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令和元年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【建設経済委員会】 

  報告第15号 専決処分したものの報告について 

   専決第９号 損害賠償の額を定めることについて 

   専決第10号 訴えの提起について 

   専決第11号 和解の申立てについて 

  報告第18号 放棄した債権の報告について（水道事業会計） 

  第67号議案 平成30年度豊岡市水道事業剰余金の処分について 

  第68号議案 平成30年度豊岡市下水道事業剰余金の処分について 

  第73号議案 豊岡市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

  第84号議案 令和元年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号） 

  第85号議案 令和元年度豊岡市水道事業会計補正予算（第１号） 

  第86号議案 令和元年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第２号） 

  第95号議案 平成30年度豊岡市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

  第96号議案 平成30年度豊岡市水道事業会計決算の認定について 

  第97号議案 平成30年度豊岡市下水道事業会計決算の認定について 

  第98号議案 平成30年度豊岡市農業共済事業特別会計決算の認定について 

 

 

 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【建設経済分科会】 

  報告第17号 放棄した債権の報告について（一般会計） 

  第77号議案 令和元年度豊岡市一般会計補正予算（第２号） 

  第87号議案 平成30年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定について 
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 令和元年９月定例会 

建設経済委員会・（分科会） 審査日程表 

審 査 日 程 所 管 部 等 名 審  査  区  分 予想時間 

９月17日（火） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

【農業委員会】 
○分第 87 号議案 各会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

＜説明・質疑＞ 

 

9:30～ 

  9:45 

【各振興局】 

地域振興課 

城崎温泉課 

【環境経済部】 

環境経済課 

大交流課 

○分第 87 号議案 各会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

9:30～ 

  12:00 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

コウノトリ共生課 

地籍調査課 

 

○分第 87 号議案 各会計決算認定 

※太陽光発電事業特別会計を除く 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

 

13:00～ 

  14:20 

コウノトリ共生課 

 

 

 

 

農業共済課 

○第 95 号議案 太陽光発電事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・実質収支調書 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第98号議案 農業共済事業特別会計決算

認定 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

用地課 

○分報告第 17 号 放棄した債権の報告 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

○分第 87 号議案 各会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

14:30～ 

  15:50 
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審 査 日 程 所 管 部 等 名 審  査  区  分 予想時間 

 【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

 

 

○分第 87 号議案 各会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○報告第 18 号 放棄した債権の報告 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第96号議案 水道事業会計決算認定 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第97号議案 下水道事業会計決算認定 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

16:00 ～

17:10 

 

 

 建設経済委員 ≪委員会・分科会意見・要望まとめ≫ 

分科会 

○分報告第 17 号 放棄した債権の報告 

○分第 87 号議案 各会計決算認定 

 

委員会 

○報告第 18 号 放棄した債権の報告 

○第 95 号議案 太陽光発電事業特別会計 

○第96号議案 水道事業会計決算認定 

○第97号議案 下水道事業会計決算認定 

○第98号議案 農業共済事業特別会計決算 

 

17:10 ～

18:00 

※ 午前中の部署は全部署 9：30 までに入室いただき、農業委員会の終了・退席後、各振興局と 

環境経済部を合同で説明・質疑を行います。 

午後は、部単位で入室いただき、説明・質疑を行い、説明・質疑が終了した部は退席いただきま 

す。 

○分予算決算委員会 建設経済分科会分担議案、○建設経済委員会 付託議案 

※ 17日中に決算認定の討論、表決を行い委員会要望意見の取りまとめを行います。 

 



 3 

 

審 査 日 程 所 管 部 等 名 審   査   区   分 

９月18日（水） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

【環境経済部】 

環境経済課、大交流課 

 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課、コウノトリ共生課、 

地籍調査課、農業共済課 

 

【都市整備部】 

建設課、都市整備課、建築住宅課、 

用地課 

 

【出石振興局】 

地域振興課 

 

【但東振興局】 

地域振興課 

 

【上下水道部】 

水道課、下水道課 

 

【農業委員会】 

 

 

 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○報告第 15 号 

  専決第９号 

  専決第 10 号 

  専決第 11 号 

○第 67 号議案 

○第 68 号議案 

○第 73 号議案 

○分第 77 号議案 

○第 84 号議案 

○第 85 号議案 

○第 86 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設経済委員 《委員会審査意見、要望のまとめ》 

分科会 

○分第 77 号議案 

 

委員会 

○報告第 15 号、○第 67 号議案 

○第 68 号議案、○第 73 号議案、 

○第 84 号議案、○第 85 号議案、 

○第 86 号議案 

 ※ 全部署そろって午前 9：30 開始で、全部署の終了をもって全員退席します。 



 

 

＜別紙１＞ 

 

建設経済委員会重点調査事項 

2019.６.21 

 

○環境経済戦略の推進について 

○農林水産業・商工・観光・特産振興等経済支援、地域活性化施

策の推進について 

○有害鳥獣対策の推進について 

○地域内幹線道路の整備促進について 

○都市計画マスタープランについて 

○公営住宅のあり方について 

○下水道事業計画及び地域水道ビジョンの推進について 
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午前９時２８分開会 

○委員長（西田  真） 皆さん、改めておはようご

ざいます。昨日に続いて建設経済委員会ということ

で、大変お世話になっております。 

 また、台風１５号で、昨日もお話しさせていただ

きましたけど、９月９日未明に大規模な停電が発生

した千葉県の南房総、また、鋸南町なんか、まだ被

害の全容が確認できてないというようなことで、市

とか町、また県の体制もどうなんだいうようなテレ

ビ報道とか新聞報道がありますけど、豊岡市にあっ

てはそういうことが、災害があっては困るんですけ

ど、災害があったときには迅速な対応ができるよう

に、皆さん方にもお願いしておきますので、よろし

くお願いしたいと思います。そういうことがないよ

うに願っているばかりでありますけど、そういうこ

とも腹づもりといいますか、心づもりを常に持って

いただいてし、防災意識も高めていただきたいと思

っております。それでは、本日もよろしくお願いい

たします。 

 それでは、ただいまから建設経済委員会を開会い

たします。 

 一般会計に関する予算及び決算関係議案につき

ましては、予算決算委員会に付託され、当委員会は

建設経済分科会として担当部分の審査を分担する

ことになります。したがいまして、議事の進行は委

員会と分科会を適宜切りかえて行いますので、ご協

力をお願いいたします。 

 続いて、本日の委員会の説明補助員として、建築

住宅課、谷垣秀人課長補佐に出席について申し出が

あり、許可しておりますのでご了承をお願いいたし

ます。 

 これより協議事項１番、付託案件の審査に入りま

す。全ての案件が終わった後、委員会要望、意見に

つきましては、最後に取りまとめを行うことにした

いと思いますが、ご異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁に当た

りましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔明瞭に

行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力をお

願いしておきます。 

 また、発言は、委員長の指名によって、マイクを

使用して、名前を言ってから行っていただきたいと

思いますので、改めてよろしくお願いいたします。 

 それでは、報告第１５号、専決処分したものの報

告について、専決第９号、損害賠償の額を定めるこ

とについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 井垣建設課参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） ３ページをごらんいた

だきますのとともに、あわせまして、お手元にお配

りいたしました資料をごらんください。 

 専決第９号、損害賠償の額を定めることについて、

ご説明申し上げます。 

 内容につきましては、本会議で河本部参事が申し

上げたとおりです。私からは補足をさせていただき

ます。 

 事故のありました箇所は、昭和５０年代に施工さ

れた推測されまして、老朽化が原因というふうに考

えております。資料の一番下の写真を見てやってい

ただきたいと思います。このような形で、側溝のグ

レーチング部分の受け枠が老朽化によって持ち上

がった状況で、その上に左の前後輪が通過されたと

いうふうなことでございます。 

 事故箇所につきましては、８月５日に補修を行い

まして、８月７日には交通開放を行いました。あわ

せまして、同一構造の箇所を中心に路線全体の点検

を行いましたことをご報告いたします。以上です。

申しわけありませんでした。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） こういった状況は、いつから

放置されてたのか、そういった期間的なこと、確認

した期間とか、なぜ修繕できなかったのか、そこも

含めてお願いします。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 
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○建設課参事（井垣 敬司） 実のところを申します

と、７月２４日に事故がございまして、その報告を

いただいて、初めて気がついたというふうなことで

ございます。 

 現地に向かいまして、近隣の方々、あるいは、そ

の前が葬儀会館を営んでおられますので、そちらの

方々にもちょっと聞き取りをさせていただいたん

ですけども、全く気がつかなかったというふうなこ

とでお聞きをしております。不備がちょっとわかり

にくいというふうな中で、先ほども申し上げました

けども、今後については、またパトロール等々、強

化していかねばというふうに考えておりますし、こ

れを受けまして、庁内ＬＡＮで、どういいますか、

職員に、異常があったらまたお知らせをいただきた

いというふうなことでお願いをしているところで

ございます。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（伊藤  仁） よろしいです。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 特にご異議がなければ、報告第１５号、専決第９

号は了承すべきことに決定したいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第１５号、専決第９号は、了承すべきこと

に決定いたしました。 

 続いて、報告第１５号、専決処分したものの報告

について、専決第１０号、訴えの提起についてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 山本建築住宅課長、はい、どうぞ。 

○建築住宅課長（山本 正明） それでは、訴えの提

起について、４ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

 専決第１０号、訴えの提起についてということで

ご説明申し上げます。本件、市長に委任する専決処

分事項の指定についての規定により、専決処分をす

るものでございます。 

 専決日は７月の１２日です。 

 訴訟の相手方につきましては記載のとおりであ

ります。市営高屋住宅の元入居人の連帯保証人及び

相続人でございます。 

 内容につきましては、本会議での部長説明のとお

りですが、補足といたしまして、一部、債務者が滞

納の退去修繕費全額、そして、申し立てに係る手続

費用を納付されました。これに基づきまして、８月

３０日に訴訟の提起の取り下げの申し立てを行っ

ております。 

 以上です。ご審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 特にご異議がなければ、報告第１５号、専決第１

０号は了承すべきことに決定したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第１５号、専決第１０号は、了承すべきこ

とに決定いたしました。 

 続いて、報告第１５号、専決処分したものの報告

について、専決第１１号、和解の申し立てについて

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 山本建設住宅課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） ５ページをごらんく

ださい。専決第１１号、和解の申し立てについてご

説明申し上げます。 

 本件も同じく市長に委任する専決処分事項の指

定についての規定により、専決処分をするものでご

ざいます。 

 専決日は本年８月の５日でございます。 

 和解の相手方は記載のとおり、市営三井谷住宅に

入居する入居人でございます。 

 内容につきましては、本会議での部長説明のとお
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りで、相手方との和解は、令和元年８月２８日に成

立をしております。 

 以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。よろしいか。 

 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 名字ですが、これは何て読む

んですか。（発言する者あり）これ名字、この原と

いう字は、この字でいいんですか。 

○建築住宅課長（山本 正明） 点がないということ

ですね。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○建築住宅課長（山本 正明） けど、普通に原っぱ

の原として読むみたいです。これが本人さんの正式

な名前ということで登録してありますので。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（伊藤  仁） はい、よろしいです。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑等を打ち切ります。 

 特にご異議がなければ、報告第１５号、専決第１

１号は了承すべきことに決定したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第１５号、専決第１１号は、了承すべきこ

とに決定いたしました。 

 次に、第６７号議案、平成３０年度豊岡市水道事

業剰余金の処分についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 岡田水道課長。 

○水道課長（岡田 光美） ３４ページをごらんくだ

さい。第６７号議案、平成３０年度豊岡市水道事業

剰余金処分についてご説明いたします。 

 本議案は、平成３０年度豊岡市水道事業剰余金の

処分について、地方公営企業法の規定により、議会

の議決を求めるものであります。 

 処分の内容でございますが、水道事業会計決算で

説明しました未処分利益剰余金１１億７，２６６万

５，８５８円のうち、９０万円を豊岡市奨学基金積

立金に積み立て、残りの１１億７，１７６万５，８

５８円を翌年度へ繰り越すこととしております。９

０万円というのは、旧制度で算出しました純利益の

０．５％程度と決めており、算出しております。 

 以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第６７号議案は、原案のとお

り可決すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第６７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、第６８号議案、平成３０年度豊岡市下水道

事業剰余金の処分についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 石津下水道課長。 

○下水道課長（石津  隆） ３５ページをごらんく

ださい。第６８号議案、平成３０年度豊岡市下水道

事業剰余金の処分についてご説明いたします。 

 本議案は、地方公営企業法の規定により、議会の

議決を求めるものでございます。 

 処分の内容につきましては、本会議で部長が説明

したとおりでございます。 

 以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第６８号議案は、原案のとお
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り可決すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第６８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、第７３号議案、豊岡市公園の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例制定について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 冨森都市整備課長。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 議案書の８６ページ

をごらんください。豊岡市公園の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例制定についてご説

明いたします。 

 提案内容は、先日、都市整備部長が本会議で説明

したとおりです。 

 なお、補足といたしまして、議案書８８ページを

ごらんください。条例案要項といたしまして、市の

公園に豊岡市野田公園を加えまして、その位置を豊

岡市野田１０２番地の５といたします。 

 なお、位置図につきましては、先日配付しており

ます資料をごらんいただきたいと思います。コープ

デイズのＫＴＲを挟んだ北側の住宅地の中に野田

公園が位置しております。 

 また、この条例につきましては、令和元年１０月

１日から施行することとしております。 

 なお、ふだんの維持管理につきましては、地元区

にお願いしてるということでございます。以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（伊藤  仁） よろしいですか。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 済みません、教えてやってく

ださい。こういった住宅の開発をされたら、何軒ぐ

らい建てれば公園が要るとか、そのつくった公園に

ついては、どうしても豊岡市が引き上げなあかんル

ールになってるのか、そのあたりを教えてやってく

ださい。 

○委員長（西田  真） 冨森都市整備課長。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 都市計画法の施行令

におきまして、現在では、開発面積３，０００平方

メートル以上であれば公園を設置しなさいという

ことで決まっております。当然、公園は公共施設で

すので、その当該の市町村において管理するという

ことになっております。以上です。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 済みません、今、３，０００

平方メートルというお話があったんですけれども、

それ以下でとめておいて、また２期工事をした場合、

設置しなくていいんですか、そのあたりのルールを

教えてください。 

○委員長（西田  真） 冨森都市整備課長。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 現在では、とめとい

て、その後に、３，０００平方メートル以上の開発

の場合は県のほうの許可になりますので、最終的に

は県の判断ということになると思います。以上、答

弁です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。ほかにありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第７３号議案は、原案のとお

り可決すべきものと決定して、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第７３号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 ここで、建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

午前９時４５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時４５分 分科会開会 

○分科会長（西田  真） ただいまより建設経済分

科会を開会いたします。 

 続いて、第７７号議案、令和元年度豊岡市一般会

計補正予算（第２号）を議題といたします。 
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 当局の説明は、歳出、続いて所管に係る歳入、債

務負担行為、最後に地方債の順でお願いいたします。 

 それでは、まず、歳出について、部、課ごとに順

次説明お願いします。 

 説明は、歳出、歳入、債務負担行為、地方債、全

てやってから順次変わっていってください。よろし

くお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） それでは、１２７ペ

ージ、１２８ページをごらんいただきたいと思いま

す。総務費の中のまちづくり推進費、一番上の囲み

でございますけれども、１２８ページ、説明欄でご

説明をさせていただきます。 

 地域おこし協力隊推進事業費ということで４５

０万円を計上させていただいております。こちらに

つきましては、年度当初から募集をさせていただい

ておりますけれども、年度後半に向けまして、３名

を追加募集をしたいというふうに思っております。 

 あわせて、業務委託料で上げております隊員募集

のコンテンツ作成業務ということで、より募集効果

を高めるために、新たにサイトを作成してＰＲをし

ていきたいというふうに思っております。こちらの

経費につきましては、特別交付税の措置というふう

な形になってまいります。 

 続きまして、１４９ページ、１５０ページをごら

んいただきたいと思います。商工費の経済成長戦略

推進費でございます。１５０ページの説明欄をごら

んください。下の囲みでございます。中心市街地活

性化事業費ということで、４０万円計上しておりま

す。こちらにつきましては、補助金として、商店街

再編事業費ということで上げております。宵田元町、

まちなか再生協議会が、県にまちなか再生計画を提

出をしておりまして、その計画の中で、区域内にあ

る空き店舗に新たに事業を行う方を誘致するとい

うふうな取り組みをする上で、県の助成制度を受け

ようとするものでございます。 

 移転に伴う引っ越し費用でありますとか、開業支

援の工事費、あるいは賃借料の支援というふうな補

助メニューがございますけれども、その中で、引っ

越し費用につきましては、市町の随伴補助というふ

うなことが条件になっておりますので、今回、その

分を補正予算として上げさせていただくものでご

ざいます。補助率は３分の１、上限２０万円の２件

ということでございます。 

 続きまして、その下、産業用地整備事業費でござ

います。６，６００万円の計上をさせていただいて

おります。整備工事費として、水道管の布設の工事

でございます。但馬空港周辺に、今、整備をしてお

ります産業用地でございますけれども、県道の新但

馬空港線が、今、工事中でございます。その進捗に

あわせて工事を進めていくものでございまして、空

港側から約１，１００メートルの間、水道管を布設

していきたいというふうなものでございます。 

 歳出は以上でございます。 

 続きまして、歳入でございます。１２２ページを

ごらんいただきたいと思います。繰入金でございま

す。財政調整基金繰入金としまして６，６００万円

を上げております。こちらにつきましては、今ご説

明をさせていただきました産業用地の水道管布設

の工事のための財源として繰り入れをするもので

ございます。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○大交流課参事（吉本  努） まず、歳出のほうで

すが、１５０ページをごらんください。上から２行

目、海外戦略推進事業費１９９万７，０００円を計

上するものでございます。これは、ターゲット市場

としております欧米豪に対しての誘客施策といた

しまして、現在の英語版、Ｖｉｓｉｔ Ｋｉｎｏｓ

ａｋｉに加えまして、フランス語、ドイツ語による

ウエブページを作成したいというふうな考え方で

ございます。経費については、フランス語、ドイツ

語への翻訳及びウエブサイトの中の修正を含めた

業務を委託する予定といたしております。 

 続きまして、歳入でございます。１１８ページを

ごらんください。下の枠の上から４行目、商工費補

助金、観光地の「まち歩き」の満足度向上支援事業

費補助金９９万８，０００円でございます。これは、

先ほど申しましたＶｉｓｉｔ Ｋｉｎｏｓａｋｉ
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の多言語翻訳業務につきまして、官公庁の補助金を

活用させていただいて、補助率２分の１ということ

で、９９万８，０００円を計上するものでございま

す。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 資料の１１９ページ、

１２０ページをお開きください。最下段の財産収入

でございます。不動産売り払い収入の土地売り払い

収入５６０万円を計上してございます。これにつき

ましては、旧商工会館の建物及びその底地につきま

して、劇団青年団を運営します有限会社アゴラ企画

への売却に伴う土地の売り払い収入でございます。

以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○大交流課参事（吉本  努） １１１ページの債務

負担行為をごらんください。上から４行目、閑散期

団体誘客拡大事業で、１，１００万円をお願いする

ものでございます。これは、観光需要が低迷いたし

ます４月から７月及び９月から１０月の、いわゆる

閑散期に市内の宿泊者の数を拡大を図るために、国

内の団体客の送客に向けた事業ですとか、ツアー増

勢を行う事業でございます。４月からの誘客に向け

まして、本年１０月から本格的な営業活動を実施す

るため、債務負担行為を設定するものでございます。

以上でございます。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○農林水産課長（石田 敦史） それでは、議案書の

１４５、１４６ページのほうをごらんください。一

枠目の目３、農業振興費では、有害鳥獣駆除対策事

業費におきまして、県版地域おこし協力隊の制度を

活用し、小規模集落を対象に、特に猿を中心とする

野生動物被害の抑制のため、防護策の維持管理や追

い払いの防除指導、講習などを実施します地域再生

協働員の設置経費として１３７万５，０００円を補

正するものです。 

 次の枠です。目５の農地費では、農業用施設管理

費の業務委託料として１９０万円を補正するもの

です。昨年の７月豪雨によりまして、西日本を中心

に多くのため池が被災し、甚大な被害が発生いたし

ました。このことを経まして、国は、災害によるた

め池の決壊被害を防ぐため、農業用ため池管理及び

保全に関する法律を施行し、県もため池管理条例を

一部改正し、施行したところです。 

 今回は、全てのため池の管理者から提出される届

け出義務にあわせて、市のほうでは、今回、ため池

の諸元調査、また、ため池のマップの作成に係る経

費を計上しているところです。 

 それでは、歳入の説明のほうをさせていただきま

す。 

 １１９ページ、１２０ページのほうをごらんくだ

さい。２枠目の目５の農林水産業費県補助金では、

節１、農業費補助金の農村地域防災減災事業費補助

金１９０万円の増額は、歳出で説明しましたとおり、

ため池対策に係る県補助金です。補助率は１０分の

１０です。 

 次の枠内、目８、農林水産業費委託金では、節１、

農業費委託金の地域再生協働員設置事業委託金１

１０万円の増額は、先ほど説明しましたとおり、猿

対策を中心とします野生動物被害抑制のための県

版地域おこし協力隊の地域再生協働員の設置県委

託金です。 

 続きまして、第２表の債務負担行為の補正の説明

をさせていただきます。議案書１１１ページをごら

んください。上から２つ目の事業、豊岡農業スクー

ル開校事業ですが、令和２年度の新規入校生３名と、

入校生を受け入れます認定農業者への１年間の研

修経費で、令和２年度に、上限額４５０万円を設定

するものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） １２８ページ

をお開きください。歳出について、下段のコウノト

リ野生復帰推進事業費ですが、市長が招聘され、講

演する予定でした韓国禮山郡でのコウノトリ国際

シンポジウムが急遽中止になったことから、随行職

員及び通訳に係る旅費全額を取り下げるものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 
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○農林水産課長（石田 敦史） １つ、歳入のほうを

漏らしておりました。議案書１２３、１２４ページ

をごらんください。２枠目の目６、雑入では、節３

の雑入の返納金、但馬牛振興公社負担金返納金、２

７８万２，０００円ですが、平成２９、３０年度の

２カ年で回収されました但馬食肉センターは、関係

する但馬３市２町の負担金でもって改修されたと

ころですが、工事完了後、改修費にかかります消費

税が還付されたことに伴いまして、豊岡市の負担金

相当額の消費税還付金額です。以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） １５１、１５２ページ

をお開きください。土木費でございます。下の表の

２枠目の下の部分をごらんください。栃本太田線道

路改良事業費ということで、２，６００万円の増額

です。こちらは事業の進捗を図るため、約１３０メ

ートルの施工を行いたいというものでございます。 

 続きまして、雪害対策事業費です。事業用備品と

いたしまして、除雪用ドーザ、これ、額が確定いた

しましたので、１，１６４万２，０００円を減じま

すとともに、凍結防止剤の散布作業に使います発電

機を新たに購入したいということで、８５万円の増

をお願いいたしまして、差し引き１，０７９万２，

０００円の減でございます。 

 済みません、漏らしておりまして、その上を見て

やってください。修繕料ということで８２０万円の

増をお願いするものです。こちらにつきましては、

消雪装置の関係でございまして、豊岡地域、城崎地

域、竹野地域におきまして、修繕の緊急性が高い散

水ノズルを１９８個修繕をしたいというふうなこ

とで、８２０万円の増額をお願いするものです。 

 下におりていただきまして、補助金でございます。

除雪機購入事業費といたしまして、１，０００万円

の減ということで、この事業につきましては、平成

２９年度からの３カ年の限定事業ということで、こ

としが最終年度となります。申し込みの状況を見さ

せて、仮清算的に一度、減をさせていただくという

ふうなものでございます。 

 その下でございます。橋梁新設改良費の上野橋整

備事業費ということで、全体といたしましては２，

６００万円の減額というふうな中で、その下の項目

の真ん中に、整備工事費とございます。こちらを５，

０００万円の減というふうなことで、工事の内容自

体は、左岸の橋台工１基と、左岸側の橋脚工１基と

いうふうなことでございますけども、事業の実施に

当たりまして、関係機関と協議を行いました。その

うち、仮設工の中で埋め戻し土です。購入土から他

事業の流用土にしたことというふうなことで、こち

らは、この上野橋の少し下流で、豊岡土地改良セン

ターさんが農業用の百合遺跡の整備事業を行って

おられましたものの、協議によりまして、このこと

がかなったというふうなことです。さらに、土どめ

工につきましても、河川管理者と協議をさせていた

だきまして、鋼矢板締め切りをオープン掘削でよい

というふうなこと、このことを豊岡土木事務所との

協議をさせていただきました。以上、２点で事業費

の軽減が図られましたので、減額補正を行うという

ふうなことです。 

 その上で、その１つ上の項目を見ていただきたい

んですけども、新たに投資委託料というふうなこと

で、道路の詳細設計、約９０メートルと、それに伴

います土質調査、ボーリング調査一式をお願いした

いということで２，０００万円を計上させていただ

いております。 

 一番下をごらんください。補償金といたしまして、

出石川右岸側の国道４２６号線沿いの電柱を２本、

移転したいというふうなことで、補償金を４００万

円計上させていただいております。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入となります。１１８ページをお

開きください。国庫補助金です。一番下の表の５段

目をごらんください。防災・安全交付金というふう

なことで、先ほど支出の部分で説明いたしました道

路新設改良事業費と橋梁新設改良事業費をおのお

の１，５０１万５，０００円の増と減を行うという

ものです。 

 続きまして、１２４ページをお開きください。市

債でございます。一番下の表の１段目をごらんいた
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だきたいと思います。道路整備事業債ということで、

栃本太田線、１，０４０万円です。道路橋梁整備事

業債、上野橋の分になりますけども、１，０５０万

円の減、除雪機械整備事業債といたしまして、１，

０７０万円の減ということになります。 

 歳入は以上です。 

 続きまして、１１２ページをごらんいただきたい

と思います。地方債の補正です。一番上の道路整備

事業債、こちら、先ほど申しました栃本太田線の関

係でございまして、１億７，６００万円を１億８，

６４０万円に、次の橋梁整備事業費、こちらは上野

橋の関係でございます。これを、３億１，９３０万

円を３億８８０万円に。その次、除雪機械整備事業

費といたしまして、１，４６０万円を３９０万円に

おのおの変更をお願いするものでございます。以上

でございます。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） まず、歳出について

説明いたします。 

 １２７、１２８ページをごらんください。真ん中

の当たり、公共交通対策費です。１２８ページの真

ん中の欄、委託料です。バス交通対策事業費として

４８万８，０００円を増額補正をいたします。これ

につきましては、３年前から委託契約をしておりま

す市営バス、イナカーの運行管理業務委託料につき

まして、１０月１日の消費税増税に伴います増額補

正を行うものです。 

 続きまして、１５３、１５４ページをごらんくだ

さい。土木費の下から２つ目の欄、公園管理費です。

増額補正ということで３５０万円補正をいたしま

す。これは、１５４ページの委託料のところですが、

公園施設長寿命化計画策定業務におきまして、長寿

命化対策に係る新たな記載事業、正式名称は公共施

設等適正管理推進事業債、これの対象として、従来、

国庫補助では対象となりませんでした２ヘクター

ル未満の公園施設も対象となることとなったため、

追加で計画策定を行うための費用として、増額補正

を行うものです。 

 また、この長寿命化計画策定業務につきましては、

一部、国庫補助対象事業となりますため、社会資本

整備事業総合交付金の内示によります財源構成も

合わせて行いたいと考えております。 

 続きまして、歳入です。１１７、１１８ページを

ごらんください。国庫支出金、一番下の欄です。土

木費国庫補助金です。先ほども申しましたように、

社会資本整備総合交付金、公園施設長寿命化事業費

として３５０万円の歳入を計上させていたしまし

ております。 

 続きまして、債務負担行為についてご説明申し上

げます。１１１ページをごらんください。一番上の

欄です。有償旅客運送運行管理業務ということで、

期間につきましては、令和２年度から令和４年度ま

での３年間になります。これは、今年度で切れます

市営バス、イナカーの運行管理業務につきまして、

３年間の委託を行うべく限度額を設定するもので

す。２億２，００７万１，０００円、１年当たりに

直しますと、７，３３５万７，０００円となります。 

 以上、ご説明を申し上げます。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） １５０ペ

ージをごらんください。上から５行目でございます。

出石温泉館乙女の湯等管理費ということで、３，２

１３万６，０００円を計上しております。 

 １点目には、指定管理者の辞退によりまして、出

石温泉館乙女の湯の休館中に必要となる補修点検

を初め、維持管理費に係る経費を計上してございま

す。まず、補修点検につきましては、ボイラー、オ

イルタンク等の経費としまして８５万１，０００円、

それから、休館中の維持管理費に係る経費としまし

て１１０万１，０００円を計上しております。 

 ２点目でございます。公募者の選定のための選定

委員会に係る経費としまして、報酬、それから費用

弁償を計上しております。１８万４，０００円でご

ざいます。 

 ３点目でございます。施設の安全対策、それから

機能維持など、施設修繕への支援を行うための補助

金として、３，０００万円を上限に補助することと

して補正予算として計上をしておるところでござ
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います。 

 次に、１６８ページをごらんください。土地取得

費としまして、７，１４０万２，０００円のうち、

出石振興局分としましては、土地開発基金の買い戻

し用地費といたしまして、２，４２２万５，０００

円を計上しております。また、面積につきましては

８，０６１．３１平方メートルを買い戻す予定とし

ております。目的といたしましては、乙女の湯の周

辺の利活用等のことを考えていることが１点と、そ

れから、既に用途として定められている土地につい

ての買い戻しを行うものとして、補正予算として計

上しております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） 同じく

１６８ページをごらんください。今、出石からも説

明のありました土地取得費でございます。総額７，

１４０万２，０００円のうち、２，３３２万６，０

００円が但東振興局関係となります。 

 具体的な場所等につきましては、既に土地、建物

を一般売却中である旧但東但馬ちりめん振興館裏

に隣接する土地でございまして、但東町中山字丁田

２７２－１、ほか３筆ということで、面積は２，４

１３．４平米となります。この土地につきましても、

もともとちりめん振興館のために取得した土地で

はありましたが、長年未活用となっておりましたの

で、今回、買い戻しをすることにより、売却処分等

を前提に進めていきたいというものでございます。

以上でございます。 

 歳入のほうはございません。 

○分科会長（西田  真） 終わりましたか。 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） １２４ページ、諸収入のうち

の返納金の但馬牛振興公社負担金返納金ってある

んですけども、この各市町の割合っていうのはどう

いうふうになってましたですか。但馬ですから、多

分幾つかの市町が。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○農林水産課長（石田 敦史） 但馬３市２町がそれ

ぞれ負担金を納めておりまして、これについては、

均等割が３分の１、利用頭数割で３分の１、それと、

飼養頭数割で３分の１というふうな負担になって

おりまして、トータル的な数でいいますと、均等割

は３分の１いうのはいいと思いますが、飼養頭数の

割でいいますと、豊岡市でいいますと、全体の１４．

１％と、それと利用頭数割でいいますと、豊岡市が

８．８％の負担割合というふうになってます。以上

です。 

○委員（岡本 昭治） はい、わかりました。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 済みません、１６８ページで、

先ほど出石振興分なんですけども、約８，０００平

米で２，４００万円っていったら、平米で３万円、

この金額はどうやって出てきたのかというのと、こ

れ、乙女の湯の事業者が決まれば、その土地を、乙

女の湯については買い取ってもらうという話が出

てるんだけども、それに附属する続いた土地ですよ

ね、この８，０００平米、これを売却の考えでおる

のか、豊岡市は貸し付けで考えるのか、そのあたり

を聞きたいんですけども、２つね。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） まず、用

地費の単価についてでございます。これは、当初、

健康保養公園の用地として、旧町が取得しましたと

きの単価というふうなものがございまして、それを

面積で割り戻した価格ということで、１平米当たり

３，００５円というふうなことの価格になって……。 

○委員（伊藤  仁） ３，０００円……。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） はい、３，

００５円です。（「よろしいです」と呼ぶ者あり） 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） はい、済

みません。 

 あと、先ほどの、また用地を売却するのかという

ふうなご質問がございました。今、振興局が考えて

おりますのは、乙女の湯の周辺の土地につきまして、
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業者等が決まりましたら、その時点では、その土地

については無償貸し付けをしたいというふうなこ

とを考えております。今のところはそういった計画

でございます。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） 済みませ

ん、１点、説明を漏らしておりました。 

 乙女の湯の周辺については、先ほど無償貸し付け

というふうに説明をさせていただきました。そのほ

かに、また新たに業者の方等が決まりましたときに、

例えばこの土地も利用したいというふうなことが

出てきました場合は、その部分についての土地につ

いては有償で貸し付けるというふうなことの考え

方を持っております。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） 伊藤さん、よろしいか。

いいですか。 

○委員（伊藤  仁） ああ、よろしいです。 

○分科会長（西田  真） 福田副委員長。 

○委員（福田 嗣久） 先ほどの乙女の湯の関係で、

選定委員会ですか、１８万４，０００円って言われ

まして、それはいいんですけども、募集の状況は、

もうスタートしてるんですか、これからでしたかい

な、してるんかいな。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） 今現在、

募集に向けて準備をしておりまして、まだかかって

はおりません。これからかかっていく予定です。 

○分科会長（西田  真） はい、福田副委員長。 

○委員（福田 嗣久） その前段として、応募の雰囲

気があるような団体とか、出てきておりますか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） 今、とり

あえず問い合わせ等が何件か来ております。それで、

件数等ははっきりちょっとよくわかりませんけど

も、どういった状態になってるかとかいうふうなお

問い合わせは、何件か聞いております。以上でござ

います。 

○分科会長（西田  真） はい、福田副委員長。 

○委員（福田 嗣久） 豊岡市域の団体であるとか、

あるいはまた市外の遠方の団体であるとか、その辺

はどうですか。両方ありますか、両方。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） 今、福田

委員さんがおっしゃったように、両方ともございま

す。よろしくお願いします。 

○分科会長（西田  真） 福田副委員長。 

○委員（福田 嗣久） そうすれば、例えば複数団体、

応募が入ってくれば、選定委員会で審査をされると、

こういうスケジュールですね。それが、いつでした、

１０月の終わりごろでしたかいな。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○出石振興局長（榮木 雅一） 審査会のスケジュー

ルについては、一応公募期間、あくまでも今議会で

予算を認めていただいた上でということになりま

すけれども、公募をさせていただきまして、１０月

末までに。その後、すぐに審査会を設置して、１１

月の２０日ぐらいまでには決定したいなというふ

うには思ってるところでございます。 

○委員（福田 嗣久） はい、了解しました。 

○分科会長（西田  真） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

○委員（嶋﨑 宏之） ちょっとよろしい。 

○分科会長（西田  真） 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） １５２ページで、これは建設

課、下から２つ目の枠の補助金で、除雪機購入事業

費、これに関してなんですけども、せっかくまた再

度、この制度をつくってもらって、２９年から３１

年、今年度までで、ちょっと余り思わしくないのか、

１，０００万円減額するというふうな出てますけれ

ども、２９年度、３０年度、ちなみに今はちょっと

ないかもわかんない、３０年度は全然雪がなかった

状態なんで、余計みんな関心がちょっと薄れちゃっ

たのかなと思うんですけれども、ちょっと２９年度、

３０年度の購入実績がわかれば、今、手元でわかる

かな、教えてほしい。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 
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○建設課参事（井垣 敬司） ２９年度と３０年度の

実績、今、手元にあるのは額だけです。２９年度が

１，７４６万１，０００円です。３０年度が８７３

万６，０００円となっております。今年度の、現在

の状況ですけども、申請が、出石町口小野地区ほか

４件、いただいておりまして、現在の申請額が３１

３万９，０００円でございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） １５０万円上限で、大体１５

０万円しっかり使われますか、３分の２を。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） 額の内訳でいきますと、

今年度の５件の分ですけども、約３３万円と１１７

万円、４３万円、２１万円、１００万円の申請をい

ただいておるところです。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい、わかりました。ありが

とうございます。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 岡本委員、どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） 済みません、１２８ページ、

一番上ですね、まちづくり推進費の中の地域おこし

協力隊を３名募集されるということでしたですけ

ども、これ、地元からとかそういうところから希望

があっての３名なのか、いや、もうそういうのはな

くして、豊岡市全体でこういうことをしていただき

たい方ということで３名募集してるのか、どちらな

んですか、両方あるかもわかりませんけど。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 地域おこし協力隊の

募集に関しましては、それぞれ受け入れ団体となる

団体からの要望に基づきまして、いろいろと調整を

させていただいて、募集にさせていただいたらいい

案件であればさせていただくというような形で進

んでおりまして、この３件もそのようにさせていた

だいております。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） はい、わかりました。 

○分科会長（西田  真） 田中委員、どうぞ。 

○委員（田中藤一郎） 一つだけ、１１１ページの大

交流さんの閑散期団体誘客拡大事業の内容をもう

少しだけ説明していただきたいんですけども。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○大交流課参事（吉本  努） 事業の内容につきま

しては、もともとこの事業はジオパークの関連の部

分に位置づけて、ジオツアーバスというふうな形で、

バスに対して補助をしていたというようなことが

ございました。それは、通期をやってた部分があっ

て、ある意味、閑散期、繁忙期の部分を考慮せずに、

年間、申請があれば出してたというような制度を、

やはり需要の喚起という部分で、観光需要を平準化

したいというふうなこともありまして、閑散期だけ

に絞って、その月に対しての、バスではなくて人泊、

人に対して補助をするというふうな形に変更をい

たしております。 

 基準としましては、そのジオツアーバスの閑散期

にやってた部分、約９，０００人泊ぐらいございま

して、それをベースに、上回ったものに対して１人

当たり何ぼというふうな形の単価を出すというふ

うな委託の形式をとっております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） わかりました。やはりちょっ

と日帰りツアーも何かと最近は非常に少なくなっ

てきてるのと、海外ツアーの日帰りなんかは逆にふ

えてきているような状況がありますので、要は、そ

の状況、毎年、年数によってはそういう形が変わっ

てきてるっていうとこら辺を、今後は少し考えてい

ただきながらやっていただければなということを

お願いしまして、以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 福田副委員長。 

○委員（福田 嗣久） もう一つだけ、上野橋の埋め

戻しの減が５，０００万円と道路分の詳細設計が２，

０００万円の減増がありますけれども、全体の計画

の進捗と、いつごろの状況か、ちょっと教えてくだ

さい。全体計画が進んでいて、完成の予想年次とい

うか、予定年次というか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） 上野橋の整備事業につ
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きましては、２０２２年度には完成したいというふ

うに考えております。 

 状況ですけども、昨年度に、きのうも申し上げま

した左岸側の工事を発注しておりまして、今年度に

つきましては、右岸側の工事を発注いたしておると

ころです。 

○委員（福田 嗣久） 完成は２２年度……。 

○建設課参事（井垣 敬司） ２２年度の予定でござ

います。 

○委員（福田 嗣久） はい、わかりました。ありが

とうございます。 

○分科会長（西田  真） ほかありませんか。 

○委員（岡本 昭治） 済みません、ちょっともう１

回。 

○分科会長（西田  真） 岡本委員、どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） 先ほどの地域おこし協力隊の

関連で、３名の方の団体が受け入れを希望されてい

るという、その団体というのがわかりますでしょう

か。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 今回、新たに３名の

募集をさせていただく受け入れ団体としましては、

豊岡演劇祭実行委員会、ＮＰＯ玄武洞ガイドクラブ、

株式会社ＣＹＣＬＥの３団体でございます。 

○委員（岡本 昭治） ３人とも、そこの団体が受け

入れたいということなんですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） その団体がそれぞれ

１名ずつを受け入れたいという趣旨でございます。 

○委員（岡本 昭治） はい、わかりました。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） お諮りいたします。第７

７号議案は、原案のとおり可決すべきものと決定し

てご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、第７７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩いたします。

再開は１０時４０分。 

午前１０時２７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３６分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、建設経済分科

会を再開いたします。 

 井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） 先ほど嶋﨑委員からお

尋ねをいただきました除雪機械の購入補助につい

て、補足をさせてください。 

 先ほど、２９年度、１，７４６万１，０００円と

申し上げました、件数が２０件です。３０年度です。

額が８７３万６，０００円と申し上げました、件数

１４件となります。以上です。 

○分科会長（西田  真） 嶋﨑委員、よろしいか。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい。 

○分科会長（西田  真） それでは、ここで建設経

済分科会を暫時休憩いたします。 

   午前１０時３８分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時３８分 委員会再開 

○委員長（西田  真） ただいまより建設経済委員

会を再開いたします。 

 続いて、第８４号議案、令和元年度豊岡市太陽光

発電事業特別会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） ２６７ページ

をごらんください。第８４号議案、令和元年度豊岡

市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてご説明いたします。 

 内容につきましては、部長が本会議で説明したと

おりです。説明は以上です。 
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○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第８４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 続きまして、第８５号議案、令和元年度豊岡市水

道事業会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 岡田水道課長。 

○水道課長（岡田 光美） ２７８ページをごらんく

ださい。第８５号議案、令和元年度豊岡市水道事業

会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。 

 内容は、本会議で上下水道部長が説明したとおり

で、平成３１年４月の人事異動に伴う人件費の減額

によるものです。 

 説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第８５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、第８６号議案、令和元年度豊岡市下水道事

業会計補正予算（第２号）についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 石津下水道課長。 

○下水道課長（石津  隆） ２８７ページをごらん

ください。第８６号議案、令和元年度豊岡市下水道

事業会計補正予算（第２号）についてご説明いたし

ます。 

 今回の補正は、平成３１年４月の人事異動に伴う

人件費の減額によるものでございます。補正の内容

につきましては、本会議で部長が説明したとおりで

ございます。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議のほど

お願いします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第８６号議案は、原案のとお

り可決すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第８６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 この際、当局の皆さん方から、特にご発言はあり

ませんか。 

 この後、報告を依頼しております環境経済部、コ

ウノトリ共生部及び都市整備部の関係職員以外の

当局職員の皆さん方につきましては、退席していた

だいて結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。 

午前１０時４１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４５分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、建設経済委員会

を再開いたします。 
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 ここで、環境経済部に報告をお願いしております

事項がありますので、報告をお受けいたします。 

 それでは、説明をお願いいたします。 

 はい、どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） お手元に報告資料と

しまして、地域おこし協力隊の資料をお配りをさせ

ていただいております。 

 ページをめくっていただきまして、１ページから

ご説明をさせていただきます。地域おこし協力隊の

今年度の概要及び活動状況ということで、ご指示を

いただいております。 

 まず、１ページでございます。この地域おこし協

力隊の制度につきましては、２０１４年、平成２６

年度から豊岡市は導入をしておりましてございま

す。今年度までに２７名の隊員が豊岡の中で活動を

していただいております。年次にわかるようにバー

チャートでお示しをしております。 

 そのうち、２０１９年度令和元年の列をごらんい

ただきたいと思います。現在、活動中の隊員につき

ましては１４名ということでございます。既に３年

間の活動を終えた隊員が７名、定住をいたしており

ます。途中、解職というふうにしておりますけれど

も、都合によりましてやめていった隊員が６名とい

うことで、合計２７名というふうなことでございま

す。既に活動期間を終えた、あるいは解職となった

隊員が１２名、そのうちの７名が定住をしておりま

すので、約６割が定住に結びついてるというふうな

状況でございます。 

 １ページめくっていただきまして、２ページでご

ざいます。今年度の隊員の募集及び委嘱状況という

ことで上げております。ナンバー１から１０まで上

げておりますのが、これまでに募集をさせていただ

いてる隊員、活動メニューでございます。その中で、

ナンバーのところに委嘱と書きましたものにつき

ましては、既にことし応募があって、委嘱をして活

動していただいてるというふうな状況でございま

す。５名の方を委嘱したというふうなことでござい

ます。募集人数につきましては１２名というふうな

ことでございます。 

 １ページめくっていただきまして、３ページの表

の上の部分でございます。これが、今回、９月補正

で申し上げました３名、３団体からの要望の追加の

ものでございます。これを合わせて、今後、募集を

していきたいというふうに思っております。 

 さらに、その表の３番目でございます。先ほど言

いました１４名の隊員が、現在活動中でございます

けれども、その隊員の活動状況等を書かせていただ

いております。中身については、またご清覧をいた

だけたらというふうに思いますけれども、当初、募

集をしました活動内容に沿って、皆さん活動をして

いただいてるというふうな状況でございます。 

 なお、受け入れ団体と関連の深い部署、振興局で

ありますとか、それぞれ担当課のところが一義的に

は受け入れの相談に乗っていただいたりというふ

うなことでさせていただいております。 

 環境経済課につきましては、総合窓口と募集の対

応をメインとしてさせていただいてるというのが

現状でございます。以上でございます。 

○委員長（西田  真） 続きまして、玄武洞のほう

をお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） お手元にお配りしてま

す説明書に基づいて説明をさせていただきたいと

思います。 

 玄武洞公園整備事業に係る設計変更についてと

いう資料でございます。玄武洞公園に係る整備につ

きましては、県道の戸島玄武洞線の改良に伴って工

事を計画をしてございました。当初は、１ページ目

の資料にございますとおり、２０１４年にバリアフ

リーを基本コンセプトにして基本設計を終え、２０

１５年、２０１６年の２カ年をかけて実施設計を実

施いたしました。 

 その実施設計につきましては、参考資料２をお開

きいただけますでしょうか。３枚目でございますけ

れども、今の玄武洞公園のあり方なんですけれども、

都市交園でありながら自然公園だという状況でご

ざいまして、でき上がった実施設計につきましては、

自然公園でありながらも、過度に人の手が加えられ
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過ぎているんではないかというようなことから、去

年、一度実施設計の見直しにつきましてご相談させ

ていただいて、今年度、当初予算で実施設計のやり

直しの予算をいただいたところでございます。 

 実施設計のやり直しを見据えまして、今度、どう

いった基本的なコンセプトで設計をするかという

ことで議論をしたところ、１ページ目に戻っていた

だきたいんですけれども、過度に人の手を加えたよ

うな都市公園的な整備ではなく、現在の玄武洞公園

の魅力を最大限に生かして、有料化を見据え、国内

外から訪れる来訪者の滞留時間が延びるような心

地のよい空間として整備すべきじゃないかという

ことで、基本コンセプトを定めました。 

 そうしたところ、これまでバリアフリーを前提に

土木的な実施設計をしていくことを前提にしてた

んですけれども、空間の設計が抜け落ちてるという

ことで、今年度の実施設計を、空間の基本的な設計

と実施設計というふうに切り分けさせていただき

まして、今年度いただいてる予算で空間設計をさせ

ていただき、残予算につきましては補正予算で落と

させていただいて、来年度の当初予算で改めて実施

設計を予算化させていただきたいということでお

願いをさせていただきたいというふうに思ってい

ます。 

 参考といたしまして、見直すきっかけとなりまし

た手の入り過ぎたバリアフリーのパースをお付け

をしておりますし、そのバリアフリーを行うために

スロープを設置する必要がありますけれども、一番

最後の写真、イメージ図につきましては、今の玄武

洞の積み上げてる石垣を埋め殺しまして、コンクリ

ートの擁壁を建てて整備をしなければバリアフリ

ー化が達成できないというところで、この計画を見

直すということにさせていただいたところでござ

います。以上です。 

○委員長（西田  真） ただいま、２点説明をして

いただきました。まず１点目は、地域おこし協力隊

の今年度の概要と活動状況について、そして、２点

目が、玄武洞公園整備事業に係る設計見直しについ

て、この２点の説明をお受けいたしたところであり

ます。 

 質疑等ありましたら、ご発言していただいて結構

ですので、よろしくお願いいたします。 

○委員（嶋﨑 宏之） １つよろしいですか。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） 今の玄武洞公園の整備事業に

関してですけれども、この前、ちょっと一般質問で

私もやりましたけれども、前の道路、右岸道路です

ね、俗に言う、あれが来年度、２０２０年度中には

一応完成という、車道の分が完成すると。歩道に関

しては、玄武洞公園から南、豊岡側には歩道がつく

という話で、その歩道に関しては早期完成という非

常に曖昧な表現だけしかないんだけど、それが多分、

この玄武洞公園の整備の進捗と合わせながらやっ

ていくのかどうか、その辺のところがわかれば、も

うちょっと詳しくお願いできますか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 最終的には、道路のか

さ上げの整備工事と玄武洞との取り合いの工事と

いうのが必要になってきますので、当然、最終的な

確定というのは道路工事にかなり影響されるとい

うふうに考えておりまして、今、ここにお示しをし

てますとおり、道路工事、整備工事も含めて２０２

１年度中に終わればというようなことで、県道の整

備につきましても、それを目指してやっているとい

うようなことは、県のほうからお伺いしてるところ

でございます。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） そしたら、まあまあ２０２０

年には車道ができ、２０２１年度中には歩道のほう

もでき上がると、道路に関しては、そういうふうに

捉えてよろしいか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） そのように県のほうか

ら伺っております。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい、ありがとうございます。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 
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○委員（伊藤  仁） ちょっと済みません。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） まず、玄武洞公園につきまし

ては、これ、資料要求はとじられませんので、穴あ

けてください。 

 それと、地域おこし協力隊、これで、こちらが提

案をされて、内容に沿った形で動いてもらう方を募

集されるんだけど、それにはいろんな活動するに当

たって予算が必要となってくると思うんだけど、ど

れぐらいの予算をこの人たちに持たせるのか、その

辺の事業展開についてお答えください。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 地域おこし協力隊の

予算につきましては、特別交付税措置がされるとい

うことがありまして、その条件としましては、人件

費的なものが２００万円、活動に係る経費として２

００万円というのが、１年間のトータル経費として

なっております。ただ、それを出る分につきまして

は市が単独で持つということもあり得るかと思い

ますけれども、豊岡市の場合は、その範囲内でさせ

ていただいてるというのが現状でございます。 

○委員（伊藤  仁） はい、わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 地域おこし協力隊の、先ほど

の私、３名、新たにされてとお聞きしました。その

採用のところというのは、今回、追加募集をされる

というところでよいということですね、わかりまし

た。豊岡演劇祭のところが３名入られるのかなと思

ってたんですけども、違うんですね。ありがとうご

ざいます。 

 それと、玄武洞の今整備されてます、県道の戸島

玄武洞線の、この図でいきますと、工事発注予定と

いうのがあります。実際、通ってみますと、そこだ

けが３０メートルか４０メートルか残ってるよう

な形なんですけど、これは、特に地権者との問題な

くなってるのか、いや、何か問題があってそこだけ

とまってたのかというのを、ちょっと理由だけ。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 地権者との関係でおく

れてるというふうなことは聞いてございません。 

○委員（岡本 昭治） はい、わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 以上で、環境経済部の説明

事項を終了します。 

 環境経済部の職員の皆さんは退席いただいて結

構です。お疲れさまでした。ありがとうございまし

た。 

 続きまして、コウノトリ共生部に報告をお願いし

ております事項がありますので、報告をお受けいた

します。 

 それでは、説明をお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 太陽光発電事

業の収支について報告させていただきます。 

 資料は、お配りしておりますタイトルに９月１８

日建設経済委員会追加資料、太陽光発電事業所ごと

の収支と書いてあるものをごらんください。 

 １ページ当たり２年度ずつ表示をしております

が、昨日も申し上げましたとおり、山宮は平成２４

年度から、但馬空港は平成２６年度から、竹貫は平

成２７年度からそれぞれ稼働しておりまして、３施

設がそろって稼働を始めたというのは、平成２８年

度以降になります。 

 運営形態としましては、３施設それぞれ単体では

なくて、全体で一つの事業として捉え、運営してお

ります。 

 各年度の表の一番下、収支差し引きの一番右、計

の一番下のところをずっと追っていただければ、毎

年黒字になっていることが見てとれると思います。 

 各施設の特徴なんですが、山宮、竹貫につきまし

ては、収益の一部を一般会計へ繰り出し、環境施策

でありますとか、用地の買い戻し財源として活用す
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るとともに、大規模修繕、または運用終了後の撤去

費用として一定額を積み立てております。但馬空港

につきましては、県から用地を無償で借り入れてい

ることもありまして、施策の財源としては活用して

おらず、全額を積み立てております。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） ちょっとじっくり見ればわか

るんでしょうけども、黒字額が出て、積立額はどこ

に出てますか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 例えば、３０

年度を見ていただきまして、積立額は下から５段目

です。支出②というところになります。 

○委員（伊藤  仁） 桁は何ぼだ。 

○委員（嶋﨑 宏之） そのまま。 

○委員長（西田  真） 右肩に書いてあるように、

円です。 

○委員（伊藤  仁） 円。そしたら、１，４００万

円ということ。 

○委員長（西田  真） 伊藤さんが言っとんなるの

は、３０年度は１，４００万円です、積立金。 

○委員（伊藤  仁） ３０年度で１，４００万円積

み立ててますよということですね。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） ３０年度につ

きましては、おっしゃるとおり１，４０４万５，８

７８円を積み立てているということです。各地場ソ

ーラーの内訳も、その左を追っていってもらいます

と出ております。以上です。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） ３０年度のあれでしょう、総

額は。いや、だから、何ぼ今積み立ててるのって聞

いてる。 

○委員長（西田  真） 開始してからの合計の金額

の答弁をお願いします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時０３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時０４分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 答弁をお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 積立金の合計

金額、約５，８００万円になります。 

○委員（伊藤  仁） ありがとうございます。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、よろしいですか。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○委員長（西田  真） 岡本委員、どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと設置から１０年以上、

きょうの新聞でしたっけ、１０年以上たつと単価が

下がりますよということで、新聞の中にどおんと出

てたんですけど、山宮が２４年ということですから、

令和３年か４年ぐらいで終わるということですね。

だから、そういうことを考えると、本当にたくさん

積み立てておかないと、それ以降の経営も大変かな

と思いますので、なかなか難しいとこもわかりませ

んで、よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 設置以降１０

年で買い取り単価が現在の時価に変更になるとい

いますのは、個人宅の話でありまして、事業に係る

私どもの山宮、但馬空港、竹貫につきましては２０

年間、昨日申し上げました、例えば山宮でしたら４

３．２円という金額が維持されることになっており

ます。以上です。 

○委員（岡本 昭治） わかりました、ありがとうご

ざいました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 それぞれの単価を、そしたら言っていただけます

か。今、山宮か……（「きのう言いなった」と呼ぶ

者あり）言いなったかいな、ああ、そうか、そうか、

よろしいわ。 

奥村委員、どうぞ。 
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○委員（奥村 忠俊） この制度が始まって、買い取

り価格が示されたもんですから、個人のお宅もたく

さん建てた時期があったんですけどね。だんだん買

い取り価格も下がるというようなこともあったり

してきたと思うんですし、ここでしたらカネカでし

たか、中心にやってましたけども、現在も新築され

る一般の家庭で、毎年同じように太陽光発電装置を

設置、どんどんしてるんかどうかという、その辺の

状況について伺いたいと思います。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 太陽光発電シ

ステムの設置補助を追ってみますと、平成３０年度

で２７件の補助、金額的には３５６万４，９００円

を補助しております。前年度、平成２９年度につき

ましては４０件、５２６万７，９００円、もう１年

繰り上がりまして、２８年度、３８件、４４６万２，

６００円ということで、３０年度は少し減っており

ますけども、まだ需要はあるというふうに考えてお

ります。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） うちはしてないもんですから、

余り詳しいことはわからないんですけどね、設置す

る費用は、以前より安くなってるのかどうか、高い

のか。それから、買い取り価格が、初め４２円とか

一時期ありましたね、その価格はどうなってるのか、

維持されてるのか、あるいは下がってるのか上がっ

てるのか、その辺わからないんで、少し教えてくだ

さい。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 太陽光発電シ

ステムの設置費用につきましては、もともと２００

万円ぐらいというふうに大体言われておりました

が、若干は下がっております。大幅に下がっている

という感覚は受けませんが、若干は下がっておりま

す。 

 買い取り価格につきましては、確実に下がってお

ります。もともと４３円ぐらいのところでしたが、

今、２０円切っていると思います。 

○委員（奥村 忠俊） ２０円切ってる、半分以下。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） そうですね。 

○委員（嶋﨑 宏之） でも、１０代ちゃう。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） １６円とか、

そういう金額になっております。ですので、以前に

比べればメリットは減っているということは言え

るかもしれませんが、最近は防災の観点から、千葉

のほうで今、停電が続いておりますが、そういった

場合でも自家発電で活用できるという防災の面で

注目がされております。 

 ただ、ということがあります。ただ、蓄電池を設

置しないとためておけないということがございま

す。その蓄電池ですが、一般的には１０年ぐらいの

寿命しかないというふうに今言われておりまして、

費用も１００万円から２００万円、容量にもよると

思いますが、非常に高額という印象を受けます。で

すので、何軒かは蓄電池を追加で設置されるという

お宅も見受けられますが、広く広がっているという

印象はまだまだ受けません。 

○委員長（西田  真） 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） あれ、市のほうから設置に対

する補助金だとか、できるだけ普及したいというこ

とがあったんですけども、その市からの支援という

のは同じであって変わってないということなのか、

それから、今おっしゃった千葉のお話聞くと、蓄電

池でためておけば、かなり助かるだろうというふう

に想像できるんですけども、ほとんどのところは真

っ暗な中で生活されてますわね、今、そういうふう

に思うんですけども、蓄電池などの部分に対しても、

市のほうとしては応援をするという制度があるか

どうか、あるいはなければ、そういうことを考える

のかどうか。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） ちょっと最後

をもう一度お願いします。 

○委員（奥村 忠俊） 蓄電池ですね。発電するもの

と、それをためとかないと使えないようになっちゃ

うんで、発電そのものには補助金があったと思うん

ですけども、蓄電池にはどうなんでしょうか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） パネルにも補
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助がございますし、蓄電池だけ設置する場合も補助

を出しております。両方設置する場合も補助を出し

ております。ですから、パネル、蓄電池、トータル

で補助制度は設けております。蓄電池のみを設置さ

れるという方も、３０年度でしたら、年間３件ござ

いました。２９年度につきましても３件ございまし

た。数は少ないですが、何件かの需要はございます。 

○委員長（西田  真） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） どれだけ補助されるかいうこ

とを聞かせてください。 

○委員長（西田  真） 暫時休憩します。 

午前１１時１２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時１２分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開します。 

○コウノトリ共生部長（水嶋 弘三） 今ちょっと手

元にその補助金の要項等、詳細を持っておりますの

で、後ほどペーパーで提出をさせていただきたいと

思います。ご了承ください。 

○委員長（西田  真） それでよろしいですか。 

○委員（奥村 忠俊） はい、よろしい。 

○委員長（西田  真） そしたら、委員の数だけ、

よろしくお願いします。 

 ほかありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 以上でコウノトリ共生部の

説明事項を終了させていただきました。太陽光発電

事業の収支について説明をお受けいたしました。 

 それでは、コウノトリ共生部の職員の皆さんは退

席いただいて結構です。お疲れさまでした。ありが

とうございました。 

 続きまして、都市整備部に報告をお願いしており

ます事項がありますので、報告をお受けいたします。 

 それでは、説明をお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 都市整備課のほうに

依頼のありました報告ですが、まず、コウノトリ但

馬空港の利用者数及び補助金額ということで、過去

７年分と直近まで、それから、市営バス、イナカー、

それからチクタク、それからコバスにつきましても、

同様に過去７年分の利用者数、それから補助金額、

それから直近までの利用者数等について依頼があ

りましたので、表のほうにまとめております。なお、

直近のデータですが、７月分までのデータしかまと

まっておりませんので、ことしの７月までというこ

とで報告をさせていただきます。 

 それとあわせまして、昨日、平成３０年度の決算

書の説明のありました決算書の１１５ページの地

方バス等公共交通維持確保対策費の補助金の一覧

につきましても、最後のページにつけさせていただ

いておりますので、あわせてご説明させていただき

ます。 

 それでは、済みません、ちょっとページを打って

おりませんが、１枚めくっていただきまして、１枚

目、Ａ３の縦長の分です。コウノトリ但馬空港の２

０１２年度から２０１９年度までの利用者数及び

補助金額ということでまとめております。 

 昨日も報告いたしましたように、昨年度は利用者

数が年間で４万２，２２０人ということで、５月の

ＡＴＲ就航ということで、ＳＡＡＢから座席数が３

６席から４８席になったということで、利用者数は

ふえております。過去から見てますと、利用者数は

右肩上がりでふえてるという状況になっておりま

す。 

 なお、利用率につきましても、２０１７年度に一

度６９．７％と、目標としております７０％まであ

と一歩というところまでなったんですが、残念なが

ら０．３％足りなったということで、昨年度は６６．

５％ということになっております。２０１９年度に

つきましても、７月までの利用者数の実態ですが、

現段階では、一応利用率につきましても７０％とい

うことになっております。 

 また、協議会への補助金、これは利用に対する助

成金ということになりますが、これにつきましても

６，０００万円台で推移しておりましたが、昨年度、

２０１８年度につきましては、提供座席数がふえた

というようなこともありまして、助成件数もふえて

おり、同様に金額もふえておるというような状況で
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す。 

 なお、２０１９年度の補助金額につきましては、

目標値から算定しております、あくまでも予算額と

いうことになっておりますので、ご承知おきくださ

い。 

 続きまして、もう１枚めくっていただきまして、

市営バス、イナカーの利用者数及び委託料というこ

とで、Ａ３縦長で２枚にわけております。２０１２

年度から同じく２０１９年度までの各路線の月ご

との利用者数、それから、一番右の欄には、各路線

の委託料ということでお示しをさせていただいて

ます。 

 全体の利用者数ですが、２０１２年度、２０１３

年度につきましては７万人台ということでありま

したが、２０１４年度からは、そこの下に小さく書

いてありますが、但東の天谷佐々木線、ここをチク

タク合橋に移行をしておりますので、路線数が１路

線減りました関係で、利用者数は６万人を切ってる

ということで、５万人台ということになっておりま

す。引き続き、昨年度までずっと５万人台というこ

とで推移しているというような状況です。現在運行

しておりますのは８路線ということになっており

ます。 

 また、委託料につきましては、一番右端に書いて

おりますが、先ほど言いましたように、２０１４年

度からは天谷佐々木線がチクタク合橋に移行した

関係で、委託料総額については１，０００万円ほど

減額となっております。なお、このイナカーにつき

ましては、２０１４年度から２０１６年度で３年間

の一括委託契約、それから、２０１７年度から２０

１９年度までの３年間で一括契約ということにな

っておりますので、先ほど債務負担のときにも説明

しましたように、来年度、新たに３年間の委託契約

を結ぶ予定にしております。 

 次に、１枚めくっていただきまして、今度はＡ４

の縦長で、地域主体交通、チクタクの利用者数及び

年間委託料ということになっております。 

 チクタクにつきましては、２０１２年度は３地域

ということだったんですが、２０１３年度からは、

現在の４地域ということになっております。利用者

数につきましても、２０１３年度から３，０００人

台の前半で推移しているという状況です。また、委

託料につきましても３００万円の中ごろ台という

ようなことで推移しているというような状況です。 

 続きまして、１枚めくっていただきまして、市街

地循環バス、コバス利用者数及び補助金額の一覧で

す。２枚にわたって記載をさせていただいてます。 

 ２０１２年度から２０１９年度までということ

で、コバスにつきましては、２０１２年度に比べま

して利用者数がふえてるというような状況です。現

在では５万人台に達しているというような状況と

なっております。コバスにつきましては、大人、子

供、障害者、幼児ということで詳細な人数の分けを

させていただいてます。補助金につきましては、全

但バスに運行を委託をしておりまして、その運行経

費を除いた赤字分について補助金ということで、全

但バスのほうに支出をさせていただいております。

１，３００万円台ということで、ほぼ１，３００万

円ということで推移をしているというような状況

です。 

 続きまして、最後ですが、公共交通対策費の地方

バス等公共交通維持確保対策費補助金ということ

で、一覧表にさせていただいております。 

 ３年分ということで示させていただいておりま

すが、昨日の決算書に関連いたしまして、一番右の

２０１８年度を見ていただきたいと思います。２０

１８年度で国庫、県単、市単、合計ということで欄

をつくっておりますが、右側に運行系統名をずっと

書いておりますが、国庫といいますのが国の強調補

助路線ということで、国から補助をいただける路線

ということで、この路線に対します市の負担額とい

うことで、市の負担額といいましても、国の強調補

助路線ということで、国の負担額、県の負担額、市

の負担額ってあるんですが、県の負担額につきまし

ては、一旦市に入った後に、市のほうからバス事業

者に支出しておりますので、この国庫というところ

の市の負担額と書いてありますのは、実質的には県

の負担額と市の負担額を合わさったものをバス事
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業者に補助してるということになります。これが合

計といたしまして、平成３０年度は２，１８３万５，

０００円。 

 続きまして、右側の県単とあります、これは県の

強調補助路線分ということになります。これは、国

の補助が入らなくて、県と市で補助してるという路

線になりますが、これにつきましても、県の補助分

につきましては一旦市に入りますので、実際は県と

市で負担する部分を、市のほうからあわせて路線バ

スの事業者に補助してるということになりますの

で、全体といたしましては、５，６９７万６，００

０円となります。 

 次に、市単という欄がありますが、これにつきま

しては、全く市の単独ということで負担をする部分

ですが、これにつきましては４，４７８万２，００

０円ということで、合計いたしまして１億２，３５

９万３，０００円となります。表のちょっと右側に

横向きに書いておりますが、決算書の金額はたしか

１億２，７５３万８，０００円となってると思いま

すが、この、先ほどの１億２，３５９万３，０００

円との差額につきましては、２０１８年度につきま

しては車両購入補助金ということで、別途３９４万

５，０００円を支出をしておりますので、これとあ

わせまして、補助金額の合計は、決算書の１１５ペ

ージにありますとおり、１億２，７５３万８，００

０円となります。説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 続きまして、空き家の現状

をお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○建築住宅課長（山本 正明） そしたら、私のほう

から、空き家の現状と対策について、そして、地域

別、状態別の空き家件数の過去３カ年の推移資料、

あと、今後の計画ということで説明をさせていただ

きます。 

 配付させていただきました資料をめくっていた

だけましたらと思います。一般質問、また、昨日で

若干、委員会でも答弁、説明とありましたけども、

ちょっと重複するところがございますけども、ご容

赦いただければと思います。 

 まず、資料の説明をさせていただきます。危険空

き家等の件数の資料ということでおつけしており

ます。現在、市が把握しております危険空き家等に

つきましては、２０１５年、平成２７年に各自治会

に調査をお願いし、区域内にある危険と思われる空

き家についての報告をいただき、その報告結果をも

とに、職員による現地確認、そして、翌年になりま

すけども、２０１６年、平成２８年に、その中で特

に危険と思われる空き家等について、区長さん等と

現地立ち会い、あと、聞き取り調査と、そして、所

有者等の空き家等に対する意向調査というような

ことも踏まえまして、調査を進めました。 

 そして、２０１７年、平成２９年、再度調査を行

いまして、その結果が資料の表の一番上、２０１７

年、平成２９年１１月時点での総数１７５件という

状況でございます。この時点で、表の上段のところ

に略称解説を記載しておりますけども、ごらんいた

だいたとおりではあるんですが、特が特定空き家等

と、①が早急に対応が必要と思われる特定空き家等

の候補と、②がこのまま放置すれば将来特定空き家

等候補に該当する思われる空き家、③がその他の空

き家ということで、①、②に該当しない空き家とい

うような形での区分で、総数１７５というふうに把

握をしたというところでございます。 

 なお、その表の下に記載しておりますけども、こ

の集計より早い段階の２０１７年８月段階で、出石

の特定空き家等を１件、除却をしております。 

 そして、中段の表が２０１８年、平成３０年の８

月時点の全県調査の結果ですけども、総数が１６０

件、特定空き家等６件ということになっております、

につきましては、その下に記載しておりますけども、

同年の３月に豊岡３件、竹野１件、日高２件を特定

空き家として認定したものでございます。 

 そして、その表の一番下になります２０１９年、

平成３１年３月までに、表の下に書いております特

定空き家等を、豊岡１件、竹野１件、日高２件、こ

の２件のうち１件は略式代執行になりますけども、

計４件を除却をしたと。そして、新たに豊岡で２件

の認定をしたというところでございます。 
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 当初の調査１７５件について再調査を行った結

果ですけども、トータルでいきましたら、平成３０

年度末までに、当初から２１件が除却されておりま

す。そして、８件が利活用されたと、そして、新た

に１０件、報告を受けて、危険空き家等として確認

をしましたということで、プラス・マイナスが出て

きますけども、差し引きした中で、２０１８年、３

０年度末には総数が１５６になったということで、

前年から１９件の減少という状況でございます。 

 平成２９年度以降、現在までに特定空き家、延べ

にして９件認定されまして、うち４件は補助による

除却、１件は略式代執行による除却、あと４件残る

ことになります。４件の内訳としましては、現在確

認しとるのに、区と協力して解体されたものが１件

ございます。あと、相続放棄されてるために、裁判

所に相続財産管理人を申し立て中のものが１件ご

ざいます。あと、助言、指導をして、そして、交渉

を現在進行中というようなものが２件というよう

な状況でございます。数としての推移はこのような

状況でございます。 

 今後の経過についてでありますけども、先ほども

申し上げましたけども、現在、認定の特定空き家等

４件のうち、先ほど申しました区と協力して解体し

たものが１件ございますので、残り３件ということ

になります。相続放棄のための裁判所に相続財産管

理人を申し立て中のものが１件、これは動いており

ます。助言、指導というのが、交渉中というのが２

件と申しましたので、現在、こういった形で除却に

向けて交渉を進めとるという状況でございます。 

 あと、空き家特措法に基づきます是正書なんかも

送付をしております。これ、特定空き家等という特

に限らず、必要に応じて①とか②とか、空き家管理

者に随時、是正書を送付をするとともに、それに基

づいて電話、あと面談なんかも絡めての指導という

こともやっております。これからも同様にこれを進

めていくというふうに考えております。 

 そして、ここにも書いておりますけども、現在、

この７月、８月にかけて、市内の全県調査を行いま

した。それらの空き家につきまして、整理、調整を

現在行ってる最中でございまして、この結果を持っ

て、また、特定空き家等の追加認定と、認定の候補

といいますか、出てこようかと思います。さらに除

却につながるべく検討を進めたいなと考えており

ます。 

 なお、この事務処理についてになるんですけども、

現実、空き家は今後ますますふえていく、これはも

う想像されます。しかしながら、空き家等の適正な

管理というのはあくまでも所有者等の責任でござ

いまして、みずからの責任により適切に対処するこ

とが大前提というふうに考えております。それでも

危険で、どうにもならんというようなところに手だ

てをしていくというような形で今動いてるのが現

状でございます。そして、限られた人員と予算の中

で、より危険度の高い空き家等からの対応を、現在

やっとるというところになります。 

 具体的な中には、もう所有者が死亡で、相続人１

０何名というようなこと、そういうことによって調

査が時間がかなりかかってしまうというようなこ

とも多数あるのが現状でございます。そして、実際

交渉に入っても、相続人が全国に及んどるというよ

うな状況の中で、必然的に文書、電話での交渉とい

うようなこともございます。文書につきましては、

もう受け取り拒否などもありまして連絡がつかな

いというようなこともありますし、電話の場合、連

絡先を開示してくれないとか、着信拒否されるとか

いうような状況も背景にはございます。そういった

中でいろんな事務に取り組んどるというのもご理

解いただければと思います。 

 また、相続人が複数名あるときなんかですけども、

除却の場合、全員の承諾が必要となります。案件に

よってはお互い知らない親族というような状況も

ございまして、もう連絡先も開示することができな

いというようなことで、事務調整というのは大変な

状況で動いとるというのもあります。 

 これらのことによりまして、１案件そのものの解

決には相当時間がかかってしまいます。中でも、職

員、頑張って１個１個、前に進めるという考え方で

動いておりますけども、というような状況でござい
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ます。 

 それと、もう一つありますのが、こういった交渉

ごとですので、職員の窓口というのは、１案件につ

いて、必ず一人でないと話がつながっていかないと

いうものがございまして、そういった点も、事務効

率の中ではちぐはぐなところも出てきとるのも現

状でございます。ちょっと愚痴みたいなことも言い

ましたけども、こういう状況で取り組んでおるとい

うところでございます。 

 あと、危険空き家等につきましての件数の把握に

つきましては、平成２８年の自治会の依頼と、これ

が、データがもとになっとるということをご報告さ

せていただきました。実数との乖離ということを議

員さんのほうからご指摘もいただいておりますけ

ども、あくまでも危険空き家等として自治会からの

報告をベースということで、当然地元の自治会、区

長さん等との情報共有ということもございます。事

業を進めるに当たっては、当然地元区長さんとも情

報共有した中での進めるというようなこともござ

いますので、これからも、今までもやっております

追加の情報提供、こういう相談等ありましたら、直

接個人が会ったり、近隣の一住民が会ったりという

ようなことがありましても、基本的に区長さんを通

して報告していただくようお願いしておりますの

で、これからもそういった形で、それを受けて調査

を行うということでやっていきたいというふうに

考えております。以上です。 

○委員長（西田  真） ありがとうございました。 

 ただいま土地整備課から、但馬空港及び公共交通

の利用状況について、また、建築住宅課から、空き

家の現状と対策について説明をいただきました。 

 これより質疑を受けたいと思います。質疑はあり

ませんか。 

 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） 今の危険空き家の件数の関係

の資料をいただきまして、大変詳細な説明をしてい

ただきました。お話聞くだけでも、もともと大変な

ことであると思ったんですけども、現実は非常に厳

しい状況だなと思ってましてね。少ない職員でよく

頑張ってきてるということは改めて敬意を表した

いと思います。 

 ただ、見てる市民は全然違うわけですよね、それ

がね、その部分が。何でこんなことが、危ない状態

をほっとかれるんだろうというふうになるわけで

すね。ですから、どうしてもそういう声が聞こえる、

そこ、どこに回ってくる言ったら、その本人さん、

おんされへんわけやから、空き家で、つい役所にと、

こうなってしまうんですけどね。 

 ここに書かれてる数字、これらは持ち主は全部、

それは判明してわかってる、どこにお済みになって

るということは、そうするとわかってるんでしょう

か。 

 それから、そういう危険空き家だというふうにな

っている、市が指定してる、その上で、本人さんに

お知らせをして、これは撤去してもらうか直しても

らうかしなきゃならないという話であるとか、その

際に、例えば市からの助成があるとか、あるいはこ

うだとかというような説明も、きちっと説明はでき

てるのか、あるいはもう一つ言いましたように、幾

ら探しても持ち主がわからないというようなこと

があるのかどうか、その辺はどうでしょう。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） まず、持ち主

の関係なんですけど、全部は把握できてません。先

ほども課長のほうから答弁ありましたように、危険

な空き家からやはりランクをつけて調べていかな

いと、１物件、例えば相続人が１０人とかおられま

したら、それを、例えば２件かけ持ちますと、誰か

ら誰の物件かというのがもう把握できないという

ことになりますので、先ほどもありましたように、

１物件に対して１人というふうなことで対処させ

ていただいてると。その中で、危険な空き家、連絡

等がありましたら、持ち主のほう調べまして、特措

法の１２条というのがあるんですけど、適正な管理

依頼ということがございまして、そちらの文書のほ

うも、持ち主を調べまして送付していただいてると。

それで、連絡等がありましたら、民法の規定により

まして、このまま放棄されますと持ち主の責任です
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よということをまず訴えますと。その後で、補助等

はという話になれば、特定空き家に市のほうが認定

いたしまして、指導、助言をした後でないと補助は

おりないと。その後で、例えばほったらかしの状態

になれば、勧告ということを、今度は市がするわけ

です。勧告になると、もう補助が出ませんよという

とこら辺のご案内はさせていいただいております。 

 ただ、先ほどの説明もあったように、全国にまた

がっていたりとか、もう連絡する手段が電話と手紙

しかないものでして、それも断ち切られると前に進

まないということがありますので、非常に私どもの

ほうも、市民の皆様方が苦労されてるかなというこ

とは重々わかってるんです。それ以上、進みようが

ないと。例えば近隣にお住まいの方がございました

ら、訪問しまして、事情を聞くということも可能な

んですけど、相続人にいたしましては、全国に散ら

ばってるということですので、そこが例えば、極端

な話しますと、北海道に行って事情を聞いてこいと

いうことも、やはり費用対効果からいうこともござ

いますので、なかなかできないと。例えば、それが

本人さんが１名だけであれば、所有者が１名で限定

されとれば、そういう作戦もとれるかなと思うわけ

なんですけども、それが、相続人が、例えば遺産分

割協議もなされてない状態で５名ないし１０名と

いうことであれば、もうそこでストップしてしまう

というのがもう現状だということだと思います。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） なかなかの苦労だなと思いま

す。ただ、宅地を含めて、その物件が全部固定資産

税がかかるわけですわね、誰も払ってるわけですか

ら。それは、やっぱり空き家になってる状態の中で、

もう固定資産税を責任をもって納めてる人がある

のか、それは全然、誰が、もう払わないということ

になってるのか、そういうことはわかりますか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） 税の課税につ

いては、建築住宅課はちょっと関知ができないもの

でして、あくまでも税金の収納関係については税務

課ということの守秘義務がございますので、私たち

にはわからないという状態です。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） この間もちょっとそれ聞いた

んですけどね、なるほど、本当に役所の人は同じ職

場あるんですけども、係が違えば、役所の中として、

すぐにこういう、そういった情報交換するんかなと

思ったら、そういうことはできないということも聞

いたんで、なかなか厳密だと思うんです。しかし、

市にとっては、それは大変必要なことだというふう

に思いますので、そこの部分は、例えば調べて空き

家だから、そこに連絡とったけど、その人が果たし

て、その空き家に税金を納めてるかどうか、固定資

産税を、これを確かめる方法は、税務課は知ってる

けど、こっちは知らないというようなことでいいん

でしょうかね、それ。一番大事なところで、それを

やっぱりしないと、法律の中にも、例えば６割免除

という項目がありますね、それが特定空き家にされ

ていくと、制度はこれでなくなってしまって、その

ままの税金がかかるという、法律なんだけど、そう

いう条項が、たしかあったと思うんです。そういう

ことも、じゃ、誰が持ち主であり、納めてるかとい

うことがわかる税務課の人たちは、その状態で判断

して、税金を納めてもらってるということなんでし

ょうか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） 先ほども申し

ましたように、税の課税、徴収については、法で規

制されてますので、私たちは、それが知る権利がな

いということですので。 

○委員（奥村 忠俊） じゃ、誰に権利があるんでし

ょうか。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） ですから、税

務課ですね。その税金がかかって、それが払われて

るかどうかということは、もう税務課でないと把握

ができない。それを、例えば私たちが知る余地がな

いと。 

○委員長（西田  真） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 例えば、責任者である市長が、

そういったところに対して、両方の情報を知られて
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いるということが、例えば知られて、そして、市長

名でそのことを請求したりするという、もし未納で

あればですよ、いうようなことが、じゃあ、やられ

ているのか、いないのか、それもわからん。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） それは税務課

の、当然収納係がいますので、そちらで滞納があれ

ば、当然そういう措置はとらざるを得ないと、とら

なければならないというふうに理解しております。 

○委員長（西田  真） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） もう終わりますけどね、そう

すると、今の話は、もう税務課に来てもらって説明

を聞くということでなかったらあきませんな。それ

も個人情報でできないのか。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） たびたび同じ

ことを言うわけなんですけど、税がかかって、滞納

になってるかどうか、その滞納を払ってるかどうか

ということは、あくまでも税務課の仕事というか、

それが義務になっておりますので、私たちがそれを

払いなさいとかいうところまでの関知はないです。 

○委員長（西田  真） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） なるほど。もう終わりますけ

どね、こういう意見だけしますわ。わかりました。

この人は知ってるけども、この人は税務課はよく知

っておられると。しかし、滞納が続いてるというこ

とであれば、それは税務課の責任で集めることであ

ると、こういうふうになるわけですな。だって、こ

っちはわからないもんね。難しいな。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ、最後の答弁

しとってください。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） そのとおりだ

と思います。 

○委員長（西田  真） よろしいか、奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） よろしい、もう難しい、わか

らん。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○委員（石津 一美） ちょっとよろしいですか。こ

れが、あんまり長ければ、差し押さえみたいな感じ

で指示が出てるはずですよね、空き家でずっと置い

てると。そしたら、それを空き家にして確認してお

かないと、これだけ長く空き家状態になってるんで

したら、滞納でね、多分。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） 税が滞納で長

く、例えば滞納が続いとったとしますよね、それは

あくまでも税サイドがどう判断するかということ

になりますので、申しわけないですけど、建築住宅

課は関知するとこじゃないと。滞納についての滞納

処分というのは、あくまでも税の関係ですので。以

上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（石津 一美） ちょっと一言。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ、石津委員。 

○委員（石津 一美） そしたら、やっぱり税のほう

にやっぱり確認をとって、そうしないと全然タッチ

ができないということですか。 

○委員（岡本 昭治） できないです、守秘義務があ

ると。 

○委員（石津 一美） そしたら、もう差し押さえも

なにもされてるはずだと思いますけどね。 

○委員（岡本 昭治） それは税のほうから。 

○委員（石津 一美） いやいや、税のほうからして

て、それを空き家に載せてるというのもね、普通だ

ったらもう処理が終わってるんじゃないかなと、普

通に考えたら思うんですけど、そのあたりはどうな

ってるのかなと思いまして。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） たびたび同じ

返答になるんですけど、税金の滞納についての滞納

処分というのは税のことでして、税金が滞納してる

ということを、例えばほかの部署に漏らすというこ

とは、これは違反行為になりますので、当然私たち

が聞くすべもないし、教えるすべもないということ

です。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 石津委員。同じことばっかり聞かんようにお願い

します。 

○委員（石津 一美） 法律で、税務のほうに確認し

て、これ、普通だったら件数が減ってると思うんで



 26 

すけども、処理されてるような状態で、普通でした

ら、と普通に簡単に思うんですけど。わかりました、

そしたら、税務のほうに……（「個別で」と呼ぶ者

あり）個別で、はい、わかりました。また確認しま

す。 

○委員長（西田  真） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 除却のところで、区と協力さ

れて除却したっていう１件があるという、それ、ど

ういうケースだったんですか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） 特定空き家に

市のほうが認定いたしまして、補助を絡めて交渉し

とった最中なんですけど、ちょっと台風とかの関係

で、その建物が崩れまして、瓦れきの山になってし

まったと。一部が、木材が川のほうにちょっと落ち

まして、ちょっと非常に危ないという状態になりま

したので、文書等を出しましたところ、区の方々が、

それだったら協力して、集めるぐらいはしましょう

というふうなことで、崩れたやつを敷地内の中に集

めて、邪魔にならないように、そういうことです。 

○委員（岡本 昭治） そういう処理ですね。 

○建築住宅課課長補佐（谷垣 秀人） そういう処理

です。 

○委員（岡本 昭治） わかりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 済みません、ちょっと２点、

教えてください。まず、コウノトリ但馬空港、これ、

就航率が大変悪いということなんだけども、それは

雷の原因かなというふうに思っておりますが、その

雷を飛行機が受けて、修繕等確認をされたと思うん

だけども、ただ、修繕等確認をされただけなのか、

また、同じことが起きないための新たな対策を打た

れたのか、それは、その費用は誰が払うんですか、

県が払うのか、運行事業者が払うのか、保険があっ

たのか、そのあたりのことをちょっと聞かせてくだ

さい。 

 それと、もう１点はバスです。バスの中で、とり

あえず私が思うには、ちょっと市単独の補助で、奥

野線、ちょっと見てやってください。毎年、負担金

が減ってますよね、これはなぜなのか。多分、これ

２０１８年度か２０１９年度から、日曜日は奥野線、

ストップしてるよね、だから、またその分減ってく

るだろうと予測はするんだけども。勝手にこれ、ど

んどん減らされても困るんだし、これが最終的に事

業者と担当課がどのような話でそういう結果にな

ってるのか。これ、今までどおり補助金を出せば運

行してくれるんじゃないかと思うわけですし、その

協議状況について経過を教えてください。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 先ほどの飛行機の関

係ですが、就航率が今年度ちょっと悪いというのは

７月あたりにもあったと思いますが、雷等による被

害等で機材繰りがという、なかなかできないという

ことは多々ありました。当然、こちらのほう、大阪

や但馬で雷がなくても、奄美だとか九州のほうも飛

んだ飛行機がこちらにやってきますので、そのあた

りの機材繰りというのも原因の一つになっており

ます。 

 当然、雷が入ったとなれば、結構聞くところによ

りますと、点検に結構時間が、雷がばあっと入って

しまいますんで、１カ所、１カ所点検するというこ

とも聞いておりまして、修繕があれば、費用につい

ては事業者のほうで持たれるというふうに認識は

しております。避雷針とか避雷装置はついてるんで

すけど、一旦、やっぱり雷入ってしまえば、その飛

行機が機器も含めて正常かどうかっていうのを点

検するというのに結構な時間がかかるというふう

に聞いておりますので、今年度は結構天候不順な日

が多かったということもあると思いますが、現在の

就航率がちょっと例年に比べて低くなってるとい

うような状況です。 

 それから、先ほど出ましたバスの関係ですが、奥

野線ですが、年々、市の補助金が減っているという

ことなんですが、路線バスのほうの運行経費が低く

なればというか、そうなれば当然、市の負担額とい

うのも下がってくると思います。基本的には、減便

であるとか便を変更する場合につきましては、地域

公共交通会議というのが、民間の方も入っていただ
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く中でそういう組織がありますので、そこで承認が

得られないと、そういう減便だとか路線の変更とい

うのはできませんので、そういう機関を経た上で、

適正に対応させていただいてるというのが状況で

す。以上です。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 飛行機のほうにつきましては、

あと、その修繕費、誰が見たのか、どれぐらいかか

って、運行事業者が見たのか、持ち主の県が見たの

か、保険で済んだのか、どれぐらいかかったのか、

何か情報があったら教えてください。 

 それと、今度、奥野線なんですけれども、これは

市が補助金を減らすから減便されてるのか、減便し

たから補助金が減ってるのか、最悪、今、日曜日は

走ってない状況になってるし、そのあたりもう少し

詳しく。 

○委員（福田 嗣久） 奥野線がどこだいいうの教え

てくださいな。（「場所がね。」と呼ぶ者あり）場

所。答弁の前に。 

 はい、どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 先ほどの、ちょっと

順番に言いますと、飛行機の件につきましては、実

際どちらが負担されたのか、事業者なのか県なのか、

それから保険使われるのかというのはちょっとこ

ちらではそのような情報というのは持っておりま

せんし、そういうふうな情報も通常では来ませんの

で、ちょっと回答はそういうふうにさせていただき

ます。 

 あと、奥野線につきましては、奥野線の位置です

ね、奥野ですので、中島神社から神美のほうです。 

○委員（伊藤  仁） 庄境一本松団地経由で、梶原

庄境経由の神美の一番奥。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） そうです。済みませ

ん。やはり全但バスさん、路線バスの事業者、民間

ですので、利用者が減少したということで路線を当

然減らすという判断になってると思います。日曜日、

祝日の利用者が減ってるということで、そういう判

断になったと思います。ただ、先ほど言いましたよ

うに、当然、地域公共交通会議の議決を経た上での

最終の判断というか、そういうことになるというこ

とになります。以上です。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 最後のバスの件なんですけれ

ども、全但バスは、お金さえもらったら走るんです

よね、人がおろうとおられまいと。それでも減便し

ているということになると、市の意向が大きいんじ

ゃないのかなと思うんだけども、そのあたりいかが

ですか。地域の方かって便を減らしてほしいとは思

いませんし、全但バスは、お金さえもらったら、商

売ですから走ると思うんですよね。何で、これみん

な減り、減便され、日曜日まで走らんようになるっ

ていうようなこと、地域の方とも思えんし、豊岡市

の意向が大きいのでないのかと思うんだけども、い

かがでしょうか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 補助金というのを市

は出させていただいてるんですけど、当然、市の補

助金対象の路線ばかりではないと思いますし、全但

さんの独自路線というかという部分もありますの

で、それも含めて利用者の少ない路線はということ

でなってるというふうにちょっと認識はしておる

んですけど、以上です。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 全然納得はできんのですけれ

ども、理解ができんのですけれども、事業者は業と

してるんだから、お金さえもらったらやりますけど。

地域の方も便、誰も減らしてほしくないですし、そ

れでも、補助金も便も毎年のように減ってきてると

いうことになると、豊岡市の意向じゃないかと勝手

に思うのですけども、いかがですか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） １便当たり、最低何

人乗ってるという基準というのがありまして、例え

ばイナカーでしたら、１便当たり１を切ってしまう

と、もうそこの便は廃止するか、減便するとかって

いうようなそういった基準があるんです。それで、

国県補助路線なんかについてもそれぞれ基準とい

うものがありますので、やはりその基準を満たさな
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くなったとこについては、何らかの手だてが必要じ

ゃないかなということで、一番乗っとられる数の少

ない、やはり調査した結果、必ず調査しますので、

そこで日曜日の午前中とかっていうのが非常に利

用者が少ないということで、そういったとこをやっ

ぱり間引いているのが実情です。 

○委員長（西田  真） よろしいですか。 

○委員（伊藤  仁） いいです、もう昼になっちゃ

う。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

 それでは、先ほど伊藤委員が言われました飛行機

の補修の関係ね、また調べて委員全員に渡してくだ

さい。データベースでも結構ですし、小林さんに渡

していただいて、その分だけお願いしておきます。 

 それでは、以上で都市整備部の説明は終わりまし

た。 

 以上で都市整備部の説明事項を終了しましたの

で、都市整備部の職員の皆さんは退席していただい

て結構です。お疲れさまでした。ありがとうござい

ました。 

 ここで、建設経済委員会を暫時休憩いたします。

再開は午後１時。 

午後０時０１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時５５分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、ただいまより

建設経済分科会を再開いたします。 

 本日審査いたしました第７７号議案、令和元年度

豊岡市一般会計補正予算（第２号）について、分科

会審査に係る意見、要望について、ご発言があれば

お願いいたします。どなたからでもどうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 今の補正予算のですな。 

○分科会長（西田  真） そうですね。 

 暫時休憩します。 

午後０時５５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後０時５９分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、建設経済分科

会を再開いたします。 

 第７７号議案、令和元年度豊岡市一般会計補正予

算（第２号）について、分科会審査に係る意見、要

望についてご発言があればお願いします。どなたか

らでもどうぞ。 

 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 今回、乙女の湯の経営者が引

かれまして、新たに次に整備をして、あと、どうい

うんですか、どういうふうに指定管理を受けてされ

るという方向が示されました。これまで以上に順調

にいくように、しっかり監督をして、業者を選んで

いただいてやっていただきたいというふうに僕は

思っておりますので、いい文書になっておりません

けども、ひとつ皆さん、お知恵をおかりさせていた

だいて、つくっていただければと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ただいま奥村委員から、

乙女の湯の閉鎖になり、今後、整備の方向も示され

たが、最善の努力をするようにというようなニュア

ンスの発言がありました。こういうことでよろしい

でしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 次に、分科会長報告につ

いてでありますが、先ほどの意見、要望を要約する

ということで、案文は正副分科会長に一任願いたい

と思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 異議がないようなので、

正副分科会長に一任願います。 

 以上をもちまして建設経済分科会を閉会いたし

ます。 

午後１時００分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後１時００分 委員会再開 

○委員長（西田  真） ただいまから建設経済委員

会を再開いたします。 

 それでは、本日委員会審査をしました報告第１５
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号、専決処分したものの報告について、専決第９号、

損害賠償の額を定めることについて、専決第１０号、

訴えの提起について、専決第１１号、和解の申し立

てについて、第６７号議案、平成３０年度豊岡市水

道事業剰余金の処分について、第６８号議案、平成

３０年度豊岡市下水道事業剰余金の処分について、

第７３号議案、豊岡市公園の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例制定について、第８４号

議案、令和元年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補

正予算（第１号）、第８５号議案、令和元年度豊岡

市水道事業会計補正予算（第１号）、第８６号議案、

令和元年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第２

号）について、委員会審査に係る意見、要望等、ご

発言があればお願いいたします。どなたからでもど

うぞ。 

 暫時休憩します。 

午後１時０２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時０２分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、建設経済委員会

を再開いたします。 

 先ほどの報告第１５号、専決第９号から専決第１

１号、第６７号議案から第８６号議案について、各

委員会の審査に係る意見、要望は、特にないという

ことでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、特にないという

ことでありますので、そのように決定をいたします。 

 次に、管外行政視察調査報告書（案）について、

これより行政視察調査報告書（案）について、皆さ

んに意見を述べていただきたいと思います。 

 去る５月１５日から１７日にかけて実施しまし

た当委員会の管外行政視察の調査報告書（案）であ

ります。既に昨日配付しておりますので、ご清覧い

ただけたことと思います。 

 内容につきましては、修正等があればご意見をい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。どなたからでも修正等、きのう、一晩、いろ

いろ赤字でいっぱい書いていただいたと思います

んで、ご意見をいただければと思っております。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 暫時休憩します。 

午後１時０３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時０６分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、委員会を再開い

たします。 

 先ほどの管外行政視察調査報告書（案）について

ですけど、とりあえず案のままでいいということで

よろしいでしょうか。感想を１行か２行を足すとい

うことで、特にご意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、特にご意見がな

ければ、内容は正副委員長にご一任いただきたいと

思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 それでは、その他ですが、閉会中の継続調査に関

する件についてお諮りいたします。 

 議長に対して所管事項等を閉会中の継続調査事

項として申し出したいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 この際、委員の皆さん方から特にご発言はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 以上をもちまして建設経済

委員会を閉会いたします。ご苦労さまでございまし

た。 

午後１時０７分 委員会閉会 

──────────────────── 


